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今なぜ
軽減税率
なのか？

政府は消費税増税時に軽減税率を導入する
としている。西ヨーロッパの失敗の教訓から
何を学ぶべきか。軽減税率は低所得層

への保護となるのか。



政
府
は
消
費
増
税
時
期
の
再
度
の
先
送
り

を
表
明
。
２
０
１
９
年
10
月
の
引
き
上
げ

の
際
、
同
時
に
軽
減
税
率
制
度
を
導
入
す

る
と
し
て
い
る
。
軽
減
税
率
導
入
の
目
的

と
さ
れ
る
の
が
、「
逆
進
性
」
の
緩
和
だ
。

消
費
税
に
は
所
得
や
資
産
に
関
係
な
く
す

べ
て
の
人
に
同
じ
税
率
が
か
か
る
た
め
、

所
得
の
低
い
人
ほ
ど
、
税
負
担
が
重
く
な

る
逆
進
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

す
で
に
軽
減
税
率
を
導
入
し
て
い
る
欧
州

諸
国
の
専
門
家
は
、
他
国
に
は
導
入
し
な

い
よ
う
助
言
し
て
き
た
。
軽
減
税
率
は
本

当
に
逆
進
性
の
緩
和
に
有
効
な
の
か
。
わ

が
国
の
実
情
に
合
う
制
度
な
の
か
。
検
討

す
る
。
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今
な
ぜ
軽
減

税
率
な
の
か
？



　

―
軽
減
税
率
は
定
額
給
付
よ
り
不
公
平
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

運
用
に
関
わ
る
コ
ス
ト
は
経
済
や
社
会
保
障
を
圧
迫
す
る
。
日
本
の

政
策
決
定
は
国
際
社
会
か
ら
隔
絶
し
て
い
る
―

　

前
車
の
轍て

つ

を
踏
ま
ず
と
い
う
。
や
り
直
し
の
利
か
な
い
政
策
で
は

他
国
の
経
験
は
貴
重
な
教
訓
で
あ
る
。
消
費
税
と
の
関
わ
り
は
導
入

以
来
三
十
年
弱
、い
ま
、日
本
の
議
論
は
海
外
か
ら
最
も
隔
絶
し
て
い

る
。
学
ば
ぬ
姿
勢
は
失
敗
を
呼
ぶ
。
そ
の
危
惧
か
ら
特
集
を
組
ん
だ
。

日
本
と
異
な
る
欧
州
の
導
入
事
情

　

フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ニ
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
逆

進
性
の
緩
和
の
た
め
導
入
さ
れ
た
軽
減
税
率
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
。
軽
減
税
率
は
Ｅ
Ｕ
型
付
加
価
値
税
（
消
費
税
は
付
加
価
値
税

の
一
種
）
の
特
徴
と
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
九
五
〇
年
代
に
確

立
し
た
原
型
に
は
、
軽
減
税
率
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
各
国
が
付

加
価
値
税
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
反
対
論
に
妥
協
し
て
、
一
部
の

品
目
に
つ
い
て
従
来
の
低
い
税
率
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
軽
減
税
率
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ニ
氏
に
よ
れ
ば
、
軽
減
税
率
の
適
用
で
生
じ
る
事

企
画
に
当
た
って

軽
減
税
率
が

招
く
不
公
平

―
欧
州
の
失
敗
経
験
を
踏
ま
え
て

冷
静
な
選
択
を

務
コ
ス
ト
は
、
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
そ
れ
を
税
金
で
賄

ま
か
な

う
た
め
、
標
準
税
率
（
軽
減
税
率
で
は
な
い
通
常
の
税
率
）
は
高
騰

し
た
。
そ
う
な
る
と
、
自
分
の
業
界
に
も
軽
減
税
率
を
求
め
る
政
治

圧
力
は
さ
ら
に
増
し
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
規
制
も
及
ば
ず
、
各

国
の
対
象
品
目
は
拡
大
し
た
。

　

日
本
で
の
議
論
と
は
異
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
逆
進
性
緩
和
の

た
め
に
軽
減
税
率
を
導
入
し
た
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
標
準
税
率

が
高
い
た
め
軽
減
税
率
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
軽
減
税
率
を
用
い

た
こ
と
で
標
準
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

欧
州
の
失
敗
に
学
ん
だ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
経
験
に
学
び
、

軽
減
税
率
は
設
け
ず
、
税
額
票
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
用
い
、
付
加
価

値
税
本
来
の
安
定
し
た
税
収
を
確
保
し
、
現
在
ま
で
Ｅ
Ｕ
の
水
準
よ

り
低
い
税
率
の
維
持
に
成
功
し
て
い
る
。
税
収
を
予
測
し
て
長
期
的

な
成
長
戦
略
を
立
て
、
財
政
健
全
化
を
進
め
る
と
い
う
パ
ロ
ッ
ト
氏

の
見
解
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
重
要
な
教
訓
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高

所
得
層
を
も
優
遇
す
る
軽
減
税
率
を
退
け
、
付
加
価
値
税
の
安
定
し

た
税
収
を
支
出
に
回
し
、
社
会
保
障
な
ど
へ
の
給
付
を
行
な
う
ほ
う

加
藤
淳
子

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
客
員
研
究
員

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

5 4わたしの構想 No. 26—2016年 10月



Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
作
成　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
：
堀
川
直
子

イ
メ
ー
ジ
「
軽
減
税
率
を
巡
る
各
国
の
状
況
と
識
者
の
見
解
」

に
疑
義
を
呈て

い

す
る
。

　

軽
減
税
率
の
導
入
を
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
税
を
再
び
延

期
し
た
。
直
前
に
な
る
と
先
延
ば
し
す
る
と
い
う「
現
在
バ
イ
ア
ス
」

は
か
え
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
必
要
な
政
治
的
解
決
は
、
軽
減
税
率
で

は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
課
税
が

経
済
成
長
や
社
会
保
障
の
維
持
に
役
立
つ
こ
と
を
、
民
意
に
納
得
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
先
延
ば
し
で
国
民
が
後
悔
し
な
い
よ
う
、
大
竹

氏
の
言
う
「
増
税
が
損
失
で
な
い
と
す
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
を
行
な

う
の
が
政
治
の
役
割
で
あ
る
。
海
外
の
例
も
そ
れ
を
支
持
す
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
に
学
び
、
軽
減
税
率
の
適
用
範
囲
を
広
げ
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
問
題
は
な
い
と
い
う
意
見
も
強
い
。
し
か
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
も
、現
在
の
日
本
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、当
初
は
、軽
減

税
率
の
広
が
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
、
必
要
で
あ
れ
ば

将
来
の
廃
止
ま
で
射
程
に
入
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）な
ど
を
活
用
し
、納
税
や
徴
税
に
関
わ
る

事
務
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
限
ら
れ
た
効

果
に
と
ど
ま
り
、
根
本
的
な
問
題
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
。
問
題
と

な
る
コ
ス
ト
の
多
く
は
、
イ
ー
ト
イ
ン
と
持
ち
帰
り
が
可
能
な
店
の

場
合
、ど
こ
ま
で
外
食
か
と
い
う
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
線
引
き
」

が
、
低
所
得
層
を
保
護
す
る
と
主
張
す
る
。

　

政
治
的
理
由
で
軽
減
税
率
を
廃
止
で
き
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、

付
加
価
値
税
に
よ
り
税
収
を
上
げ
支
出
面
で
公
平
性
に
配
慮
す
る
考

え
方
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ス
ス
タ
イ
ン
氏
は
、
高
所
得
層
へ
の

課
税
か
ら
税
収
を
上
げ
て
福
祉
政
策
支
出
に
充
て
、
効
率
的
な
再
分

配
を
図
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
や
り
方
を
紹
介
す
る
。

　

累
進
的
所
得
課
税
か
、
消
費
税
か
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で
考
え
る
日

本
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
所
得
、
消
費
の
両
面
か
ら
税
収
を

上
げ
支
出
も
含
め
て
再
分
配
を
考
え
る
。
所
得
の
効
果
的
な
捕
捉
の

政
策
努
力
と
、
富
裕
層
の
課
税
回
避
は
い
た
ち
ご
っ
こ
に
陥
る
危
険

が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
所
得
課
税
に
加
え
、
高
額
の
支
出

に
も
付
加
価
値
税
を
課
し
、
富
裕
層
に
も
確
実
に
課
税
、
実
質
的
な

再
分
配
を
図
る
現
実
的
な
選
択
肢
を
取
る
。

民
意
に
課
税
を

納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

　

問
題
の
多
い
軽
減
税
率
で
あ
る
が
、
多
く
の
国
で
増
税
を
納
得
さ

せ
る
政
治
的
解
決
策
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
日
本
で
も
増
税
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
と
い
う
の
も
た
し
か

に
う
な
ず
け
る
。
だ
が
、
大
竹
氏
は
行
動
経
済
学
の
立
場
か
ら
そ
れ

経済財政の安定
ニュージーランド

社会保障の財源
スウェーデン

社会保障の維持
増税は損失か？
国民の説得は政治の役割

公平性は給付で確保

ヨーロッパの軽減税率

政策の選択肢

歴史からの教訓

これからの日本

対象品目の拡大
税率の引き上げ
徴税・納税コスト
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断
を
仰
ぐ
の
が
政
治
の
役
割
で
あ
る
。
給
付
は
増
税
前
に
配
布
し
て

シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
富
裕
層

へ
給
付
し
な
け
れ
ば
、
軽
減
税
率
よ
り
少
な
い
財
源
で
よ
り
公
平
化

が
図
れ
る
。

　

低
成
長
時
代
の
現
在
、
増
税
を
先
延
ば
し
し
て
き
た
結
果
、
日
本

政
府
の
負
債
の
総
額
（
累
積
債
務
残
高
）
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
二
倍
を
超
え
る
と
い
う
、
先
進
国
で
も
突
出
し
て
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
り
、
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
は
社
会

保
障
の
維
持
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
軽
減
税
率
の
た
め
毎
年

度
必
要
と
な
る
減
税
分
の
財
源
さ
え
、
い
ま
だ
確
保
で
き
て
い
な
い
。

消
費
税
率
を
引
き
上
げ
て
も
、
軽
減
税
率
に
財
源
を
投
入
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
現
在
の
レ
ベ
ル
の
社
会
保
障
の
維
持
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

不
公
平
な
軽
減
税
率
に
よ
る
標
準
税
率
の
一
段
の
引
き
上
げ
と
社

会
保
障
の
削
減
を
受
け
入
れ
る
の
か
、
軽
減
税
率
で
は
な
く
、
給
付

で
負
担
増
に
対
応
し
税
収
を
確
保
し
て
社
会
保
障
の
維
持
を
図
る
の

か
。
い
ま
一
度
、
冷
静
に
選
択
を
考
え
た
い
。

に
関
わ
り
、
こ
う
し
た
判
断
を
要
す
る
問
題
に
Ｉ
Ｔ
は
無
力
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、軽
減
税
率
の
対
象
品
目
、適
用
範
囲
が
変
わ
れ
ば
、納
税

や
徴
税
の
会
計
方
式
も
不
断
の
対
応
を
強
い
ら
れ
る
。
加
え
て
、
日

本
で
も
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
中
小
企
業
者
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
は
限

界
が
あ
る
。Ｅ
Ｕ
の
経
験
は
、皮
肉
に
も
軽
減
税
率
の
な
い
簡
素
な
制

度
の
下
で
初
め
て
Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

軽
減
税
率
よ
り
定
額
給
付
の
ほ
う
が

逆
進
性
を
緩
和
す
る

　

し
か
も
、
軽
減
税
率
よ
り
も
ず
っ
と
効
率
的
に
逆
進
性
を
緩
和
す

る
方
法
が
存
在
す
る
。
給
付
で
あ
る
。
星
氏
は
な
か
で
も
最
も
単
純

な
定
額
給
付
を
例
に
挙
げ
る
。
高
・
低
所
得
者
を
区
別
せ
ず
同
額
を

給
付
す
る
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
は
「
不
公
平
な
ば
ら
ま
き
」
と
反

発
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
単
純
な
数
値
例
が
明
ら
か
に
す

る
の
は
、
定
額
給
付
の
ほ
う
が
軽
減
税
率
よ
り
逆
進
性
を
緩
和
す
る

「
事
実
」
で
あ
る
。
じ
つ
は
、
軽
減
税
率
は
、
富
裕
層
に
も
貧
困
層

に
も
同
額
を
給
付
す
る
場
合
よ
り
不
公
平
な
の
だ
。

　

有
権
者
は
こ
の
「
事
実
」
を
伝
え
ら
れ
た
う
え
で
軽
減
税
率
を
支

持
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
意
に
い
た
ず
ら
に
追
随
し
歓
心
を
買

う
こ
と
な
く
、
こ
う
し
た
「
事
実
」
を
伝
え
た
う
え
で
、
民
意
の
判

加
藤
淳
子
（
か
と
う
・
じ
ゅ
ん
こ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
客
員
研
究
員
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
教
授
。
博
士
（
政
治
学
）（
イ
ェ
ー
ル
大
学
）。
専
門
は
比
較
政
治
学
、

政
治
経
済
学
。
公
共
政
策
学
会
副
会
長
。
主
な
著
書
に『
税
制
改
革
と
官
僚
制
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
９
７
年
）、『Regressive Taxation and the W

el-
fare State

』(Cam
bridge University Press, 

２
０
０
３
年
）
が
あ
る
。

西ヨーロッパの
失敗の教訓から
何を学ぶべきか。
軽減税率は
低所得層への
保護となるのか。

識者に問う

インタビュー実施：2016 年 7 ～ 8 月
インタビュー（※）：豊福実紀（東京大学大学院総合文化研究科 学術研究員）
編　集：新井公夫
※大竹文雄氏・星岳雄氏はご自身の寄稿による
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西
ヨ
ー
ロッ
パ
の
失
敗
の
教
訓
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

軽
減
税
率
は
低
所
得
層
へ
の
保
護
と
な
る
の
か
。

の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、
付
加
価
値

税
に
軽
減
税
率
を
設
け
、
食
料
品
、

医
薬
品
な
ど
に
適
用
し
て
い
る
が
、

歴
史
的
な
事
情
が
あ
る
。
欧
州
は
消
費
課
税
の

伝
統
が
長
く
、
旧
型
の
消
費
課
税
で
も
一
部
の

商
品
の
税
率
を
抑
え
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
代

の
フ
ラ
ン
ス
を
先
駆
け
に
、
各
国
が
新
た
に
付

加
価
値
税
を
導
入
し
た
時
、
そ
れ
を
軽
減
税
率

の
形
で
引
き
継
い
だ
の
だ
。

　

軽
減
税
率
は
、
現
実
に
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
一
つ
は
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
を

除
く
、
す
べ
て
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

標
準
税
率
が
上
が
っ
て
し
ま
う
問
題
だ
。
Ｅ
Ｕ

で
は
軽
減
税
率
の
採
用
が
広
が
っ
た
た
め
に
、

非
課
税
措
置
も
含
め
る
と
付
加
価
値
税
収
の
三

分
の
一
程
度
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
税
収
減

を
補
う
べ
く
、
各
国
の
政
府
は
、
標
準
税
率
の

引
き
上
げ
に
頼
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
一
部
の
品

目
の
税
率
を
下
げ
る
た
め
に
、
他
の
す
べ
て
の

品
目
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ

た
の
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
税
制
が
複
雑
に
な
り
、
徴
税
・

欧
州
で
軽
減
税
率
が
引
き
起
こ
す
問
題

マ
ル
コ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ニ

欧
州
委
員
会 

税
制
・
関
税
同
盟
総
局

Ｖ
Ａ
Ｔ
部
門
長

納
税
コ
ス
ト
が
想
像
以
上
に
膨
張
す
る
こ
と
だ
。

軽
減
税
率
の
対
象
と
な
る
品
目
を
区
別
し
、
課

税
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
で
あ
る
か
は
、
実

際
に
行
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
税
務

当
局
は
適
正
に
納
税
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
税
金
を
使
っ
て
調
査
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
企
業
や
事
業
主
は
、
軽
減
税
率

の
対
象
品
目
が
変
更
、
拡
大
さ
れ
る
と
、
税
制

の
専
門
家
を
雇
用
す
る
な
ど
経
理
事
務
の
負
担

が
増
し
、
納
税
コ
ス
ト
が
重
く
な
る
。
イ
ン
ボ

イ
ス
を
用
い
て
も
、
徴
税
・
納
税
コ
ス
ト
の
削

減
は
難
し
い
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
抱
え
る
軽
減
税

率
を
加
盟
国
が
採
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

な
い
。
加
盟
国
の
法
律
の
基
準
と
な
る「
指
令
」

で
は
、
軽
減
税
率
は
二
つ
ま
で
、
税
率
の
下
限

は
五
％
と
規
定
し
、
対
象
品
目
も
限
定
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の

加
盟
国
は
、
四
、
五
種
類
に
上
る
軽
減
税
率
を

設
け
た
り
、
五
％
を
下
回
る
税
率
も
用
い
て
お

り
、
Ｅ
Ｕ
は
そ
れ
ら
の
例
外
を
認
め
ざ
る
を
得

な
い
の
が
実
態
だ
。

　

い
っ
た
ん
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
と
、
や
め

る
の
は
難
し
い
。
加
盟
国
で
は
、
軽
減
税
率
の

対
象
品
目
が
拡
大
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
軽

減
税
率
を
適
用
す
る
理
由
を
見
つ
け
る
の
は
た

や
す
く
、
税
率
引
き
下
げ
を
求
め
る
政
治
的
圧

力
は
、
し
ば
し
ば
激
し
い
も
の
と
な
る
か
ら
だ
。

マ
ル
コ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ニ
（M

arco Fantini

）

Ｅ
Ｕ
内
の
租
税
政
策
を
担
う
税
制
・
関
税
同
盟
総
局
で
、

付
加
価
値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
に
関
す
る
政
策
を
担
当
す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
ル
イ
ー
ジ
ボ
ッ
コ
ー
ニ
商
業
大
学
卒
業
。

ミ
ラ
ノInstitute for Stock Exchange Studies

、
バ

ー
ク
レ
イ
ズ
銀
行
を
経
て
、
１
９
９
４
年
に
欧
州
委
員

会
経
済
・
金
融
総
局
へ
入
局
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
等
各

国
の
経
済
分
析
を
担
当
。
２
０
０
５
年
に
税
制
・
関
税

同
盟
総
局
に
入
局
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
家
戦
略
や
同
盟

の
相
互
作
用
に
関
す
る
著
書
、
ロ
シ
ア
経
済
、
Ｅ
Ｕ
・

ロ
シ
ア
関
係
に
関
す
る
論
文
等
を
執
筆
。
年
次
レ
ポ
ー

ト
『Taxation trends in the European Union

』
の

編
集
も
担
当
（
２
０
０
５
年
～
２
０
１
２
年
）。
モ
ス

ク
ワ
の
大
学
で
Ｅ
Ｕ
の
政
策
に
つ
い
て
教
鞭
を
執
る
。

識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

EU

CASE〔2015〕

Study to quantify and analyse the VAT Gap
in the EU Member States: 2015 Report

TAXUD/2013/DE/321, FWC No. TAXUD/2010/CC/104
for European Commission, TAXUD
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ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
三
十
年
前
に

付
加
価
値
税
を
導
入
し
た
際
、
西

欧
諸
国
と
異
な
り
、
そ
れ
ま
で
存

在
し
た
消
費
課
税
の
複
雑
な
仕
組
み
を
引
き
継

ぐ
こ
と
な
く
、
税
率
は
一
つ
だ
け
と
し
た
。
非

課
税
品
目
も
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
各
国
固
有

の
政
治
的
な
事
情
で
軽
減
税
率
を
採
用
し
、
対

象
が
広
が
る
一
方
で
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
西

欧
諸
国
の
先
例
を
見
れ
ば
、
最
初
か
ら
採
用
し

な
い
の
が
賢
明
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
広
く
薄
く
課
税
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
に
税
収
を
確
保
す
る
と

い
う
明
快
な
方
針
が
あ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
食
料
品
な
ど
、

特
定
の
品
目
に
つ
い
て
軽
減
税
率
を
設
け
よ
と

の
意
見
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

軽
減
税
率
は
逆
進
性
の
緩
和
に
は
役
立
た
な
い
。

そ
の
品
目
を
多
く
消
費
す
る
の
は
、
本
当
に
低

所
得
者
な
の
か
。
新
聞
を
買
う
の
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
高
所
得
者
で
は
な
い
の
か
。
軽
減

税
率
は
、
豊
か
な
人
々
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。

欧
州
の
失
敗
に
学
び

経
済
財
政
の
安
定
を
図
る

マ
リ
ー
・
パ
ロッ
ト

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
内
国
歳
入
庁

政
策
戦
略
部
門

シ
ニ
ア
・
ポ
リ
シ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ニ
　

そ
れ
よ
り
も
、
低
所
得
者
に
対
象
を
絞
っ
た

税
額
控
除
や
、
低
所
得
者
の
生
活
を
支
え
る
社

会
保
障
給
付
で
対
応
す
る
と
い
う
の
が
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
や
り
方
だ
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
型
の
付
加
価
値
税
を
導
入
し
た
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
も
、
低
所
得
者
向
け
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
を
設
け
、
給
付
を
行
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

物
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
同
じ
税
率
で
付
加
価
値
税

を
課
し
て
い
る
の
で
、
制
度
本
来
の
強
み
を
生

か
し
余
計
な
行
政
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
、
効
率

的
に
税
収
を
得
ら
れ
る
。
付
加
価
値
税
の
税
率

は
一
九
八
九
年
か
ら
二
十
一
年
間
一
二
・
五
％

を
維
持
し
、
い
ま
も
西
欧
諸
国
よ
り
も
は
る
か

に
低
い
水
準
に
抑
え
て
い
る
が
、
財
政
の
健
全

性
は
保
た
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
軽
減
税
率
を
も
た
な
い
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
制
度
は
、
長
期
的
な
税
収
を
予
測

し
や
す
い
。
品
目
ご
と
の
税
率
が
異
な
る
場
合

に
は
、
今
後
ど
の
産
業
分
野
が
成
長
し
、
ど
の

分
野
が
衰
退
す
る
か
に
応
じ
て
、
税
収
が
変
動

し
て
し
ま
う
。
軽
減
税
率
を
排
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
税
収
は
安
定
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
政
策
立
案
が
可
能
に
な
る
の

だ
。

マ
リ
ー
・
パ
ロ
ッ
ト
（M

arie Pallot

）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
内
国
歳
入
庁
は
日
本
の
国
税
庁
に

相
当
し
、
税
制
に
関
す
る
政
府
へ
の
助
言
や
、
徴
税
、

社
会
的
支
援
の
た
め
の
再
分
配
を
任
務
と
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
政
策
戦
略
部
門
で
、
閣
僚
に
対
し
、
物
品
税

や
従
業
員
手
当
、
税
務
管
理
に
関
す
る
租
税
政
策
の
助

言
を
行
な
う
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
法
学
部
卒
。
弁
護

士
。
２
０
１
６
年
４
月
ま
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
租
税
委
員
会
第

９
作
業
部
会
（
消
費
税
）
の
座
長
を
務
め
た
。

識者が読者に 推薦する　　　冊1

New Zealand Government〔1985〕

White Paper on Goods and Services Tax:
Proposals for the administration of the Goods and Services Tax

Parliamentary Paper B 27

識
者
に
問
う

西
ヨ
ー
ロッ
パ
の
失
敗
の
教
訓
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

軽
減
税
率
は
低
所
得
層
へ
の
保
護
と
な
る
の
か
。
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実
し
た
社
会
保
障
で
知
ら
れ
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
所
得
税
だ
け
で

な
く
、
付
加
価
値
税
に
よ
っ
て
多

く
の
税
収
を
得
て
い
る
。
な
ぜ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

国
民
が
税
率
二
五
％
に
も
達
す
る
付
加
価
値
税

の
負
担
を
受
け
入
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
税

と
財
政
支
出
が
直
結
し
て
い
て
、
税
負
担
に
見

合
う
福
祉
政
策
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

私
は
子
供
を
大
学
に
通
わ
せ
る
の
に
、
一
ク

ロ
ー
ナ
も
貯
金
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
仮
に

大
学
の
授
業
料
を
有
料
化
し
、
年
金
を
削
り
、

個
人
が
民
間
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
制
度
に

変
更
し
た
と
す
る
。「
そ
の
代
わ
り
減
税
し
ま

す
」
と
い
わ
れ
て
も
、
国
民
は
少
し
も
喜
ば
ず
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

付
加
価
値
税
は
高
所
得
者
も
低
所
得
者
も
同

じ
税
率
で
課
税
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、「
所
得

再
分
配
に
逆
行
し
、
公
平
で
な
い
」
と
い
う
主

張
も
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
受
け
止
め

方
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
裕
福
な
人
ほ
ど
支
出

が
多
い
た
め
、
付
加
価
値
税
の
負
担
は
大
き
い
。

付
加
価
値
税
は
福
祉
国
家
の
安
定
財
源

―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ボ
ー
・
ロ
ス
ス
タ
イ
ン

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

ブ
ラ
バ
ト
ニ
ッ
ク
公
共
政
策
大
学
院

教
授

充
そ
の
結
果
、
安
定
し
て
得
ら
れ
る
付
加
価
値
税

の
税
収
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
福
祉
政
策
な
ど
の

財
政
支
出
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
効
果
的
な

所
得
再
分
配
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
国
民
は
納

得
し
て
い
る
。
裕
福
で
な
い
人
も
十
分
な
医
療

や
教
育
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
公
平
観

も
、
国
民
に
浸
透
し
て
い
る
。

　

軽
減
税
率
が
食
料
品
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い

る
が
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
で
は
な
く
、
業
界

が
政
治
的
に
働
き
掛
け
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の

飽
食
の
時
代
に
食
料
品
の
消
費
を
促
し
、
キ
ャ

ビ
ア
や
フ
ォ
ア
グ
ラ
な
ど
に
か
か
る
税
ま
で
軽

減
す
る
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
。

　

累
進
課
税
が
必
ず
し
も
公
平
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
か
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
所
得
税
は
き

わ
め
て
累
進
性
が
強
か
っ
た
。
高
い
税
率
に
直

面
し
た
高
所
得
者
が
租
税
回
避
を
図
り
、
累
進

的
な
所
得
税
へ
の
信
頼
感
が
損
な
わ
れ
た
面
が

あ
る
。

　

福
祉
国
家
を
築
い
た
社
会
民
主
労
働
党
は
、

財
政
健
全
化
を
重
視
し
、
福
祉
制
度
の
安
定
財

源
と
し
て
付
加
価
値
税
を
活
用
し
て
き
た
。
福

祉
国
家
に
対
す
る
国
民
の
支
持
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
下
で
も
揺
る
が
ず
、
む
し
ろ
強
化
さ
れ

て
い
る
。

ボ
ー
・
ロ
ス
ス
タ
イ
ン
（Bo Rothstein

）

世
界
的
に
高
名
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
学
者
。
政
治

と
学
問
の
自
由
に
関
し
て
数
多
く
発
言
し
て
い
る
。
ル

ン
ド
大
学
博
士
（
政
治
学
）。
ウ
プ
サ
ラ
大
学
助
教
授
、

ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
教
授
等
を
経
て
、
２
０
１
５
年
よ
り

現
職
。
２
０
０
４
年
に
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
に
てQuali-

ty of Governm
ent 

（QoG

）
研
究
所
を
ホ
ル
ム
ベ
リ

同
大
教
授
と
と
も
に
設
立
し
、
２
０
１
５
年
ま
で
所
長

を
務
め
た
。
２
０
１
２
年
よ
り
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
を
務
め
る
。
著
書
に
『The 

Quality of Governm
ent: The Political Logic of 

Corruption, Inequality and Social Trust

』（Uni-
versity of Chicago Press, 

２
０
１
１
年
）
他
。

識者が読者に 推薦する　　　冊1

Bo Rothstein〔2005〕

Social Traps and the Problem of Trust
Cambridge University Press

識
者
に
問
う

西
ヨ
ー
ロッ
パ
の
失
敗
の
教
訓
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

軽
減
税
率
は
低
所
得
層
へ
の
保
護
と
な
る
の
か
。

15 14わたしの構想 No. 26—2016年 10月



ょ
う
一
万
円
受
け
取
る
か
、
一
週
間

後
に
一
万
一
〇
〇
円
か
」
と
問
わ
れ

る
と
前
者
を
選
ぶ
人
が
多
い
。
一
方
、

「
一
年
後
に
一
万
円
受
け
取
る
か
、
一
年
と
一
週
間

後
に
一
万
一
〇
〇
円
か
」
な
ら
、
後
者
を
選
ぶ
人

が
多
い
。
一
年
後
の
話
に
は
忍
耐
強
い
人
が
多
い

が
、
一
年
経た

つ
と
、
一
年
前
の
自
分
の
選
択
を
変

更
し
た
く
な
る
。
行
動
経
済
学
で
「
現
在
バ
イ

ア
ス
」
と
呼
ぶ
特
性
だ
。

　

当
初
、
二
〇
一
五
年
十
月
に
予
定
し
て
い
た
消

費
税
の
増
税
が
、
実
施
ま
で
一
年
を
切
っ
た

二
〇
一
四
年
十
一
月
に
十
八
カ
月
間
延
期
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
二
〇
一
六
年
六
月
に
は
、
再
分

配
効
果
も
弱
く
、
消
費
行
動
に
ゆ
が
み
を
与
え

る
軽
減
税
率
の
導
入
と
と
も
に
、
さ
ら
に
三
十
カ

月
延
期
さ
れ
た
。「
遠
い
将
来
」
と
感
じ
ら
れ
て

い
た
と
き
に
は
消
費
税
増
税
を
支
持
し
た
の
に
、

増
税
の
時
期
が
近
づ
く
と
二
度
も
先
延
ば
し
し

た
。

　

財
政
破
綻
を
防
ぐ
た
め
、
将
来
、
増
税
が
必

要
だ
と
い
う
認
識
は
国
民
の
あ
い
だ
に
共
有
さ
れ

て
い
る
の
で
、
国
民
は
消
費
税
引
き
上
げ
の
公
約

消
費
税
増
税
は
損
失
か

―
行
動
経
済
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

大
竹
文
雄

大
阪
大
学
社
会
経
済
研
究
所

教
授

に
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
が
近
づ
く
と
、

「
現
在
の
利
得
」
を
重
視
し
、
公
約
の
破
棄
を
国

民
は
支
持
す
る
。
国
民
に
現
在
バ
イ
ア
ス
が
あ
る

か
ら
だ
。
し
か
し
、「
先
延
ば
し
行
動
」
で
後
悔

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
国
民
自
身
だ
。

　

消
費
税
増
税
の
延
期
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の

行
動
経
済
学
的
説
明
は
「
損
失
回
避
」
と
呼
ぶ

も
の
だ
。
損
失
を
確
定
す
る
よ
り
も
、
現
状
維

持
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
損
失
が
あ
る

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」
を
選
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
特

性
だ
。
消
費
税
増
税
の
文
脈
に
当
て
は
め
る
と
、

「
増
税
を
受
け
入
れ
て
現
時
点
で
損
失
を
確
定
す

る
こ
と
」
と
、「
財
政
破
綻
・
高
イ
ン
フ
レ
に
よ

る
損
失
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
済
成

長
に
よ
る
財
政
再
建
の
可
能
性
を
探
る
ギ
ャ
ン

ブ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
あ
い
だ
の
選
択
で
、
後
者

を
選
ぶ
と
い
う
も
の
だ
。

　

現
在
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
先
延
ば
し
を
防
ぐ
に

は
、
行
動
を
縛
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
手
段
が
必
要

だ
が
、
二
度
に
わ
た
る
公
約
の
破
棄
で
信
頼
性

を
な
く
し
た
。
ま
た
、
損
失
回
避
に
よ
る
ギ
ャ
ン

ブ
ル
政
策
の
選
択
を
防
ぐ
に
は
、
増
税
は
損
失

だ
、
と
認
識
さ
れ
に
く
い
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
が

必
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
よ
う
に
増
税
に
成
功
し
て
き
た
諸
国
で

は
、
そ
の
よ
う
な
行
動
経
済
学
的
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
き
た
は
ず
だ
。

大
竹
文
雄
（
お
お
た
け
・
ふ
み
お
）

大
阪
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
専
門
は
労
働
経
済
学
、

行
動
経
済
学
。
大
阪
府
立
大
学
講
師
、
大
阪
大
学
社
会

経
済
研
究
所
助
教
授
等
を
経
て
、
２
０
０
１
年
よ
り
現

職
。
２
０
１
３
年
～
２
０
１
５
年
に
は
同
大
学
理
事
・

副
学
長
を
務
め
た
。
内
閣
府
税
制
調
査
会
特
別
委
員
や

文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
専
門
委
員
等
、
数
多
く

の
政
府
委
員
を
歴
任
。
著
書
『
日
本
の
不
平
等
―
格
差

社
会
の
幻
想
と
未
来
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、

２
０
０
５
年
）
が
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
（
２
０
０
５
年
）

お
よ
び
日
本
学
士
院
賞
（
２
０
０
８
年
）
を
受
賞
。

識者が読者に 推薦する　　　冊1

大竹文雄〔2015〕

『経済学のセンスを磨く』
日経プレミアシリーズ

き
「

識
者
に
問
う

西
ヨ
ー
ロッ
パ
の
失
敗
の
教
訓
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

軽
減
税
率
は
低
所
得
層
へ
の
保
護
と
な
る
の
か
。
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減
税
率
導
入
の
主
目
的
は
消
費
税

の
逆
進
性
緩
和
だ
が
、 

軽
減
税
率

の
適
用
は
、
高
所
得
者
に
よ
り
大

き
い
金
額
を
配
る
政
策
と
同
じ
で
、
所
得
の
不

公
平
感
は
む
し
ろ
増
す
だ
ろ
う
。
逆
進
性
緩
和

に
は
簡
単
で
よ
り
効
果
的
な
方
法
が
あ
る
。

　

数
値
例
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
毎
月
の
所
得

が
二
〇
万
円
の
低
所
得
者
と
毎
月
の
所
得
が

一
〇
〇
万
円
の
高
所
得
者
を
考
え
よ
う
。
低
所

得
者
の
消
費
額
は
一
五
万
円
で
、
そ
の
う
ち

五
万
円
が
食
料
へ
の
支
出
で
あ
る
と
す
る
。
高

所
得
者
の
消
費
額
は
四
四
万
円
で
、
そ
の
う
ち

一
〇
万
円
が
食
料
へ
の
支
出
で
あ
る
と
す
る
。

　

税
率
一
〇
％
が
す
べ
て
の
消
費
に
適
用
さ
れ

る
と
、低
所
得
者
と
高
所
得
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・

五
万
円
、
四
・
四
万
円
の
消
費
税
を
払
う
。
所

得
と
の
比
率
で
言
え
ば
、
低
所
得
者
は
所
得
の

七
・
五
％
を
、
高
所
得
者
は
所
得
の
四
・
四
％
を

支
払
う
。
消
費
税
が
逆
進
的
だ
と
言
わ
れ
る

所ゆ
え
ん以
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
食
料
に
か
か
る
消
費
税
に
八
％
の
軽

減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
低
所
得
者
は

逆
進
性
緩
和
は
複
雑
な
軽
減
税
率
よ
り

単
純
な
給
付
で

星 

岳
雄

東
京
財
団　
理
事
長

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学　
教
授

一
・
四
万
円
（
一
〇
万
円
×
一
〇
％
＋
五
万
円

×
八
％
）、
高
所
得
者
は
四
・
二
万
円
（
三
四
万

円
×
一
〇
％
＋
一
〇
万
円
×
八
％
）
の
税
負

担
に
な
り
、
所
得
に
対
す
る
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ

七
・
〇
％
、
四
・
二
％
。
軽
減
税
率
で
た
し
か
に

逆
進
性
は
少
し
緩
や
か
に
な
る
。

　

し
か
し
、
減
税
の
絶
対
額
を
比
べ
る
と
、
軽

減
税
率
に
よ
っ
て
低
所
得
者
の
税
負
担
は

一
〇
〇
〇
円
減
る
の
に
対
し
、
高
所
得
者
は

二
〇
〇
〇
円
減
る
。
軽
減
税
率
の
た
め
の

三
〇
〇
〇
円
の
「
財
源
」
は
、
低
所
得
者
に
三

分
の
一
、
高
所
得
者
に
三
分
の
二
が
配
分
さ
れ

る
。
消
費
税
の
逆
進
性
が
緩
和
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
も
、
格
差
が
少
な
く
な
る
と
思
う
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
。

　

同
じ
三
〇
〇
〇
円
を
使
っ
て
、
逆
進
性
を
も

っ
と
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
〇
〇
〇
円

を
一
五
〇
〇
円
ず
つ
平
等
に
配
れ
ば
よ
い
。
こ

の
「
〇
・
一
五
万
円
の
還
付
」
を
す
る
と
、
税

負
担
は
低
所
得
者
が
一
・
三
五
万
円
、
高
所
得

者
が
四
・
二
五
万
円
、
所
得
に
対
す
る
比
率
は

そ
れ
ぞ
れ
六
・
七
五
％
、
四
・
二
五
％
に
な
る
。

　

複
雑
で
事
務
コ
ス
ト
も
高
く
、
経
済
行
動
に

も
大
き
な
ゆ
が
み
を
も
た
ら
す
軽
減
税
率
を
導

入
す
る
よ
り
、
軽
減
税
率
で
減
少
す
る
税
収
と

同
じ
金
額
を
国
民
に
平
等
に
分
配
す
る
ほ
う
が
、

簡
単
で
し
か
も
逆
進
性
緩
和
の
効
果
が
高
い
の

で
あ
る
。

星 

岳
雄
（
ほ
し
・
た
け
お
）

30
年
以
上
米
国
を
拠
点
に
し
、
同
国
で
の
日
本
経
済
研

究
の
第
一
人
者
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
も
日
本
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
専
門
は
金

融
論
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、
日
本
経
済
論
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
教
授
を
経
て
、
２
０
１
２
年

よ
り
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
。
２
０
１
６
年
よ
り

東
京
財
団
理
事
長
も
務
め
る
。
著
書
に
『
何
が
日
本
の

経
済
成
長
を
止
め
た
の
か
―
再
生
へ
の
処
方
箋
』〔
共

著
〕（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
２
０
１
３
年
）
他
。

識者が読者に 推薦する　　　冊1

軽

James Mirrlees・他 9 名〔2011〕

Tax By Design: The Mirrlees Review
Oxford University Press

識
者
に
問
う

西
ヨ
ー
ロッ
パ
の
失
敗
の
教
訓
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。

軽
減
税
率
は
低
所
得
層
へ
の
保
護
と
な
る
の
か
。
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お知らせ
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